
千葉県水産試験場研究報告第34号(1975年)
41 

銚子地先海域漁場環境調査

瀬戸口明弘・宮沢公雄・盛 敏夫*

まえがき

近年、本県の北総地区では地域開発が、また茨城県

の鹿行地区では工業開発が進められているが、これら

の開発が本県の沿岸漁場の中で、もっとも漁業生産力

の高い銚子地先海域の漁族資源に影響をおよぼすこと

が懸念されることから、あらかじめこの海域の漁場環

境の現状を把援しておくために、この調査を昭和44年

度より継続して実施している。

であるが、昭和45年~昭和48年度に実施した詞査につ

いては、その概要を報告したにとどまっているので、

ここに総括して、取りまとめて報告する。

調査の実施状況

しかし、ごの調査の結果を報告するにあたって、 H召

和44年度に実施した調査については、すでに報告済 1)

ごの調査は、昭和44年度より継続して毎年度実施し

てきたものであるが、年度によっては、この調査項目

に若干の相異があるので、年度ごとに整理すると表 1

のとおりである。

表 1 調 査 の 実 施 状 況

--------------三里士度 昭和45年度 昭和46年度 昭和47年度 昭和48年度

事 業 名
銚子地先海域および 銚子地先海域 銚子 f也先海域 銚子地先 il正域
利根川下ゆk質調査 漁場環境調査 漁場環境調査 漁場環境調査

事業主体 県 衛 生 剖; 千葉県水産試験場 千葉県水産試験場 千葉県水産試験場

実施 銚子市調査船 千葉県水ilR試験場

いぬぼう 近海漁業調査船

充当船舶 トン数 19卯トン ふ さ み 丸 ふさみ丸 ふさみ丸
持関の種類 7イーゼル トン tt 10.74トン

機関 馬 11 90馬力 掩号問の種間力 デイーゼル
お5号力

資解料析の整埋と 千葉県水康試験場 千葉県水産試験場 千葉県水産試験場 千葉県水産試験場

一般海洋調査 一般海洋調査 一般海洋調査 一般海洋調査

7]く 質 五町 主主 質 言問 コ主元ヨ之L 7)< 質 首司 査 質 調 査

調 査 工貰 目 底 質 i同 査 底 質 調 査 底 質 5司 で主長主一会 底 質 言明 査

i市 j兄 詞 主主
類魚類調査の重金属

拡 散 i町 査

図 1-2図 2-1 図 1-2図 2-3 図 1-2図 2-3 図 1-2図 2-3
吉男 査 占 と

図 2-2図 2-6 図 2-4 関 2-4図 2-5 図2-4 

実 自包 概 要
図 2ー 7

表 2を参照 表 2を参照 表 2を参照 表 2を参照

i市況調査、拡散 ごの年実度施より測点

{椅 考 調査は二洋水路
19を する

水を変質更、底す質る調査点
測量 KKに委託

* 株式会社東京久栄勤務
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表2 調査の実施概要

調査年月日 充当紛舶

昭和45年 4 月 17 日 ~23 日 い II:J.1まう

5 月 12 日 ~14 日 い II:J.IJ:'う

6 月 18 日 ~21 日 いぬ IJ:'う

7 月 10 日 ~13 日 いぬ lまう

8 月 2 日 ~4 日 いぬ 1;):'ぅ

9 月 1 日 ~3 日 ぃぬ lまう

10月 4 日 ~7 日 いぬ IJ:'う

11月 1 日 ~4 日 いぬ IJ:'う

12月 2 日 ~4 日 いぬぼう

昭和46年1 月 11 日 ~12日 いぬ IJ:'う

2 月 8 日 ~9 日 いぬ IJ:'う

3 月 20 日 ~22日 いぬぼう

5月11日 ふさみ丸

7月23日 ふさみ丸

9月22日 ふさみ丸

11月26日 ふさみ丸

昭和47年 1 月 26 日 ~27 日 ふさみ丸

3月18日 第2ちば丸

9月13日 ふさみ丸

11月22日 ふさみ丸

昭和48年1月24日 ふさみ丸

9 月 18 日 ~19日 ふさみ丸

昭和49年 1月初日 ふさみ丸

資料および調査方法

1.一般海洋調査

調査員名

f長 井 万 蔵 他

桜 弁 万蔵他

桜 井 万歳他

桜 弁 万 蔵他

桜 井 万 蔵他

桜 井 万 蔵他

t事 井 万 蔵他

桜 弁 万蔵他

桜 弁 万 蔵他

桜 チド 万 蔵 f血

主主 井 万 蔵他

桜 井会 万 蔵他

瀬戸口明弘・宮沢公雄

瀬戸口明弘・宮沢公雄

瀬戸口明弘・宮沢公雄

瀬戸口明弘・宮沢公雄

瀬戸口明弘・宮沢公雄

瀬戸口明弘・平本紀久雄

瀬戸口明弘

瀬戸口明弘

i額戸口明弘

宮沢公雄

宮沢公雄

0， 10， 20， 30， 50， 75， 100， 150mの8層にお、け

る採水(塩素量用のみ)、羽Ili昆と透明度、水色、波浪、

ウネリ、一般気象等についての詞査を実施し、ごの他

lこ⑮プランクトンネットによる浮遊生物の採集を、水

深 Omぃ 50mの垂直曳網の方法で実施した。また塩

素量の検定には、サリノメ ター (TS-EII型)を

用いた。

図 f- f 調査海域

言問 査 工頁 目

一般海洋調査

一般海洋調査・底質調査

一般海洋調査

一般海洋調査・水質調査

一般海洋調査・底質調査

一般海洋調査・水質調査

一般海洋調査

一般海洋調査・底質調査

一般海洋調査

一般海洋調査・水質調査

一般海洋調査・底質調査

一般海洋調査・水質調査

一般海洋調査

一般海洋調査・水質調査

一般海j羊調査・水質調査・底質調査

一般海洋調査・水質調査

一般海洋調査・水質調査・底質調査

一般海洋調査

一般海洋調査・水質調査

魚類の重金属類調査

一般海洋調査・水質調査

一般海洋調査・水質調査

一般海洋調査・水質調査・底質調査
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図 1-2 一般海洋調査点

2、水質調査

この調査は、昭和45年度から実施したが、初年度は

溶存酸素量、酸素飽和度、アンモニア態窒素のみとし、

ごれの化学分析は日本工業問水協会に委託した。昭和

46年度からは、上記の項目の他lこPHと亜硝酸態窒素、

硝酸態窒素(昭和46年度の第 3因調査時より)を加え、

これらの化学分析は当場で実施した。

試水の採取には、 Om層はバケツを、 10m、20m層

はナンゼン採水器を山いた。また試水の化学分析は、

溶存酸素量はウインクラ一法、 CODは富山氏法、ア

ンモニア態窒素はネスラ一法、亜硝酸態窒素はグリー

スロミン法、硝酸態窒素l土Mullin& Rilleyの方法

により実施した。
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図2-1 水質調査点、
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図2-2 底質調査点

.8 
d 

.18 

図 2-3 水質調査点

3.底質調査

ごの調査も昭和45年度から始められ、粒度組成(改

良振とう器で10分間振とう)、灼熱減量(5WC、30分間)

COD (水質汚濁指針に基づく)、底懐生物、色相、臭

気について調査した。また底質の採取にあたっては、

SK式採泥器を用いた。
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図 2-4 底質調査点
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4.魚類の重金属類調査

この調査は昭和47年度のみ実施した。当場の調査船

“ふさみ丸"でトロール網により漁獲したタチウオ、

ヒラメ、カレイ、イシモチの4魚種を、日本冷凍食品

検査協会に委託して、枇素、カドミウム、鈴、全クロ

ーム‘シアン、水分についての分析を行なった。分析

方法は JAS規格に基づくものであり、魚類の可食部

10 gについて実施した。

図 2-5 重金属調査魚類採集J点

6.流況調査

小野式自記流i主計を用いて、図 2-6に示すi町j点A，

Bにおいて、水深5m層と15m層の 2層における15昼

夜連続観測を、また浪tl点 1-9においては、水深 5m

層の 1昼夜連続観測を実施した。そしてこれらの観測

で得られた観測値 (20分間ごとの平均値)をもって、

それぞれ1昼夜およひ'15昼夜の潮流調和分解2)を行い、

この海域の潮流のダ円要素および調和常数を求め、さ

らに鹿島i巷の潮汐調和常数を使用して、大潮改正計算

を行ったのち鹿島港の潮時に合せた水深 5m層の流j兄

図を作成した。

7.拡散調査

図2-7に示す点において、大潮期主小潮期の 2回

にわたり蛍光染料(ウラニン10kg，3%溶液、比重1.018)

を点源投入し、ヘリコプターと観測船で各時間ごとの

撮影と採水(水深Om、0.5m、1.0m、1.5triJ) 4層)

を行った。
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図2-6 流況調査点
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図 2-7 拡散調査染料投棄点



また拡散係数の算出については、次に示す式を用い

た。

水平拡散係数の場合、

告=KL1'S

A2-82ιρ  
ゴ王宝 T すy' ...・H ・....・ a・.(1) 

( 1 )式を極座標 (r.6)で書きかえると

す =K4汁令+寺会) -・ (2)

しかし、流体の等方位を仮定すれば、等濃度線は投

棄点を中心とする同心円となるから、

となり(2)式は

子 =K(与+去手)••••••••••••••••• (3) 
になり(3)式の解は、

S=」 -ex p(-ZL) 
4πKt ..." 4 K t …...・H ・.(4) 

である。 Mは投棄された拡散物質の量、 Kは拡散係数、

tは投棄からの経過時間、 rは点源からの距離、 sは

拡散物質のj農度である。染料域縁辺の濃度が常に等し

いと仮定した場合、ある時間 ti-l ， bに測定した染

料域の換算半径1・1-1，riの間には(4)式より、

' M  r 

正五EZJexp(1長了)=玩E
exp(一花)

の関係がある。近似的には、

1 1 
4πK1_， 4π~' 
とすると

x p( -E1一)~ 1一一 r'
4 K，_，' 

. 4 Kト 1

K~ず詐と;了 .. (5) 

と推定され、水平拡散係数は(5)式を使用して求めた。

鉛直拡散係数の場合、

Kr= 
V'・H'

=一一
30Kr 

Kxは水平拡散係数、

均流速、 Hは水深。

(1肢を使って求めた。

-・ (1)

K2 は鉛直拡散係数、 Vは平

調査の結果と考察

1.一般海洋調査

a 水温と塩素量

45 

この詞査域内の水温と塩素量については、昭和441j

4月~昭和47年3月までの詞査資料による Om層のT

CIダイヤグラムを図3に、またこのうちOm層に

10-12J品台のごく低かんな塩素量がみられる海水に

ついてのT-CIダイヤグラムを図4に示した。これ

によるとごの調査域内の水温は、 Om層の場合最高で

28
0C台(昭和44年8月)最低で 9

0C台(昭和45年2月)

を示しているが、一般には24
0C台 (8-9月)から12

℃台 (2-3月)の間を変動巾とし、 1年を周期!とす

る正弦曲線的変動となっている。塩素量は最高で19.2

%台(毎年1-3月)、最低で10.5%;台(昭和45年7月) と

なっているカえ利根川河川水の影響のある水域を除外す

ると、一般には18.5%;台(7~9月)から 19.2J品台 (1~3 月)

の聞を変動rfJとし、これも水視と同様に 1年を周期と

する正弦曲線的な変動となっている。しかし、利根川

河川水の影響のみられる水域で、は、梅雨季と秋雨季に

lO~1n品台の低かん水が極〈表層に分布しており、特

に15J品台以下の低かん水の分布は、梅雨季末期と秋雨

季末期に卓越してみられている。これは雨量に関係し

た河川水の増大に強く影響されているものと考えられ

る。

また利線川河川水の影響のみられる低かん水の分布

も水深10m以浅のごく表層部のみに分布する現象であ

って、図4に示すように、lOm以深の観測層で、は18.0

-19.0%;台に高かんとなっている。

次に図 5-1，図 5-2 (昭和45年度分)と図5

3 (昭和46年， 47年度分)に、この調査域内の水温と

塩素量の Om層， 50m層における水平分布状況を、ま

た、図 6 に調査域を囲む4ìR~点 (st2 ， st5， st15， 

st18)における鉛直水温イソプレット(昭和45年度分)

を示したが、これに基づいて調査時ごとにその分布状

況を述べると次のとおりである。
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図5-3 調査海域における水温と塩素量分布(昭和46年7月、 9月、 11月、 47年1月、 9月、昭和47年1月)
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れている。水温は Om層の場合、季節的昇温に伴って

16~Hrc台の分布となっているが、親i朝系沖合水の南

下現象のために、南高北低の分布型となっている。 50

m層では調査域の南部は昇温しているが、北部は逆に

降温現象がみられ、調査域の全般としては 7~180C台

と温度差の大きい分布となっている。塩素量は南部の

沖合部を除いて、調査域のほとんどが大きく低かん化

し、特に Om層では利根川河口から調査域中央沖合に

かけて分布するごく低かんな水帯を中心にして、南北

へ高かん化する 1 1. 0~19.1%台の示度差の大きい分布

となっている。 50m層で、は南高北低の型を示し、 18.6

~19.29品台の分布となっている。

7月 : 調査域内の南方沖合部の下層を

除いた{也は、 Om層}50m層ともに季節的な昇温とな

っており、 Om層では19~220C台、 50m層では15~18

℃台の分布となっている。しかし、鉛直水温イソプレ

ットでは、調査域内の沖合部に若干ではあるが高温現

象がみられている。塩素景は、前月の調査時と同様に、

Om層では低かん現象がみられ、 11. 0~18.9%台と示

度差の大きい分布となっている。 50m層で、は18.7~ 

19.1%台の分布となっている。

鉛直水温イソプレット ('c)

昭和45年4月 : 黒潮本流からの分校流の接岸が、

この調査域内の北方沖合部に現れているために、水混

は調査域の中央部にみられる12
0

C台を中心にして、南

北方向の沖合部へ向うにつれ昇温しており、 Om層で

12~ 160C台， 50m層で、ll~WC台の分布となっている。

塩素量は全域に高かん水が分布しており、 Om層で、

19.0~19.29品台、 50m層で19.0~19.1%'台の分布とな

図 6

っている。

5月 : 鉛直水温イソプレットにみるに、

調査域内の沖合部下層に鹿島灘沖合からの低温水の伸

張がみられている。このためにOm層の水温は、調査域

の全滅で季節的な昇温がみられ、 14~170C台の分布と

なっているものの、 50m層で、は前月の調査時より I
O

C

程度降温し、1O~130C台の分布となっている。塩素量

は、前月の調査時と同様に高かん水が広く分布してお

り、 Om層では19.0~19.2%台、 50m層では19.0 ~ 

19.1%台の分布となっている。しかし、利根川河口よ

り北へ 3~4 i里付近の Om層には、 18.9%台の分布も

みられている。

6月 : 鉛i在水温イソプレットにみるに、

調査域内の沖合部下層に、親汐系沖合水の南下がみら
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8月 : 鉛直水温イソプレツトにみるに、 層で12~15'C台の分布となっている。塩素量は、利根

調査域の沖合部に鹿島灘沖合から沖合水の南下がみら

れているために、水温は Om層， 50m層ともに調査域

の全域で、低温化し、 Om層で18~22'C台、 50m層では

前月の調査時より 1~ 2'C前後降温しており 12~16'C

台の分布となっている。塩素量は前月の調査時より若

干高かんとなっているが、 Om層で、は、利根川河口付

辺周辺に、 17.O~18.0%'台の低かん水がみられるため

に 17.0~18.9%台の分布となっている。 50m層で、は、

18.7~19.1%台の分布となっており、一般的在京高西

低の型を示している。

9月 : 前月の調査時と同様に鹿島灘沖

合から沖合水の南下が鉛直水温イソプレットにもみら

れている。 Om層の水温は昇温しており 22~24'C台の

例年並みの状態にあるが、 50rn層で、は依然として低温

の状態にあり、 14~18'C台の分布となっている。塩素

量は、調査域の全般にわたって、 Om層， 50m層とも

に、低かんの状態にあり Om層では、利根川河口周辺

の17ρ%台から沖合昔日の18.8%台の分布となっている。

50m層では18.6~18.8%台の単調な分布をみせている。

10月 : 黒潮本流の接岸現象の一部が、

調査域の東方沖合部にもみられている。水温は Orn層

で20~23'C台、 50m層で18~22'C台の分布となってい

る。塩素量は Om層， 50m層とも沖合部においては、

前月の調査時より若干高かん化しているが、 Om層で

は利根川河口周辺の沿岸部に17.7%'台の低かん域がみ

られているために、 17.7~19.0%台の分布となってお

り、 50m層では18.8~19.1%6台の分布となっている。

11月 : 前月の調査時と問機に、調査域

の北東沖合部に黒潮系沖合水の接岸がみられているた

めに、水温は Om層， 50m層間に温度差のみられない

分布となっており、 Om層で'18~21'C台、 50m層で18

~20'C台の単調な分布となっている。塩素量は、 Orn

層の場合、利根川河口周辺にごく低かんな15.0%6台の

分布がみられ、 15.0~19.0%台の東53i西低の型となっ

ている。 50m層で、は18.9~19.0%'台の分布となってい

川河口周辺の Orn層にみられる低かん水を除いて他は、

Orn層， 50m層ともに高かん水が広く分布しており、

Om層で17.0~19.2%6台、 50rn層で18.9~19.2%台の

分布となっている。

2月 : 前月の調査時と同様に、調査域

内に黒潮系沖合水の分布がみられている。水温は Orn

層の場合、利根川河口より北方 3i里以遠に11~12'C台

の低水温域がみられるために、 11~16'C台の分布とな

っている。 50m層では単調な分布であり、 12~14'C台

の分布となっている。塩素量も Orn層の場合、利恨川

河口より北の低滋域が18.8~18.9%台の分布を示して

いるが、その他は19.0~19.3%'台の高かん水の分布と

なっている。 50rn層で、は、調査域の全域が高かん水に

おおわれており、 19.1~19.2%6台の分布となっている。

3月 : 水温は Om層， 50rn層ともに低

く、 Om層では11~14'C台の分布となっており、その

ほとんどが13'C台の分布となっている。 50rn層では 7

~13'C台の分布となっているが、例年あまりみない 10

'C台以下の水温の分布が、調査域のほとんどを台おっ

ている。塩素量は Om層の場合、 18.9~19.1%'台の分

布となっており、 18.99uo台は利根川河口周辺と調査域

の北東方沖合部にみられている。 50m層では、調査域

の南東方沖合部lこ19.09uo台の分布がみられているが、

その他は18.7~18.9%6台の低かん水の分布となってい

る。

7月 : 調査域の北東方沖合部に沖合水

の分布がみられ、水温Om層の場合、 21~23む台が北

高南低の型で分布し、 50m層で、は11~13'C台が入り混

んだ型で分布している。塩素量は、 Om層の場合、例

年みられるように、調査域の全域に低かん水が分布し、

18.0~18. 7%台の分布となっているが、この時期によ

くみられる 11~17%台の低かん水の分布は、この調査

時にはみられていない。 50m層で18.8~19.0%台の水

帯が入り混った型で分布している。

9月 : 調査域のほとんどが、利根川河

る。 111水の影響を受けている。水温は Om層の場合、 20~

12月 : 調査域内では低温、低かんの現 24'C台が分布し調査域の南東方沖合に!匂って昇温する

象がみられている。水温は、 Om層， 50m層ともにj昆

度差が少なく、 15~16'C台の単調な分布となっている。

塩素量は、 Om層で18.0~18.99úó台、 50m層で、18.7~

18.99品台の分布となっている。

昭和46年1月 : 調査域内に黒潮系沖合水の接岸

がみられているが、しかし、水温は調査域の全般でO

m層， 50m層ともに低く、 Om層で、1O~15'C台、 50m

型となっている。 50m層で、は、 19~20'C台が広く分布

し、調査域の北部沿岸部に17~18'C台の分布がみられ

ている。塩素量は Om層の場合、 15~18.8%'台の低か

ん水の分布となっているが、その中でも18%以下の分

布域カ守中合部まで拡がり、 jg岸10浬付近までおよんで

いる。 50m層で、l土、 18 .4~18.7%台の北高南低型の分

布となっている。



52 

11月 : 水温は Om層の場合、利根川河

口の東方 3ì里付近に15~16'C台の狭い水成がみられる

が、その他は17~200C台の東高西低の分布となってい

る。 50m層では、 18~200C台の単調者分布となってい

る。塩素量は Om層の場合、利根川河口の北に17.8~

18.5%台の狭い水域がみられるが、その他は18.6~ 

19.0%台の南高北低の分布となっている。 50m層で、は

18.9~19.0%台の単調な分布となっている。

昭和47年1月 Om層の水温は、 13~150C 台、

50m層で、は調査域のすべてが15"C台の分布となってい

る。塩素量は、Om層で18.7~19.0%台、 50m層で18.9

~19.0%台の分布となっている。

9月 : 調査域内に黒潮系沖合水が、広

〈分布しているために、調査域の全域において水混は

高く、 Om層でbは22~250C台の水帯が南高北低の型で、

分布している。塩素量は、例年どおり低かんな状態に

あり、 Om層で、はJ'e岸5浬付近までは、利根川河川水

の影響が顕著にみられているために12~179品台、 jlfjj字

5 i里付近からu遠は、 18.O~ 18.8%台の分布となって

むり、距岸 8i里以内では、示度差の大きい分布を示して

いる。

H百和48年1月 : 調査域内では、北方から鹿島灘

の沿岸ぞいに南下する沿岸水が、広く分布しているた

めに、水混はほぼ例年並みの状態であり、 Om層では

8 ~150C台の分布となっている。塩素量は Om層の場

合、利根川河口付近に、利根川河川水の強い影響をみ

ている水域が存在するために、 11~19.1%台の示度差

の大きい分布となっている。

b 透明度と調査時における表層水の分布状記

昭和45年度から昭和47年度までの聞に実施した各調

査時の透明度については、図7にその等値分布を示し

たが、この詞査域内の透明度は、最低で2m (昭和47

年1月)、最高で30m(昭和44年8月)であり、通常

は4mから 18mの等f直線が東高西低の型で分布する。

そしてときに黒潮系沖合水の接岸がみられる場合は、

沖合部付近に20~24mの透明度域も形成されている。

透明度の等値分布に、水色やT-Cl関系を参考にして

険討すると、この調査域内にみられる利根川河川水の

影響する海水(以後、河川系混合水と呼ぷ)、沿岸水、

沖合水(黒潮系、親潮系)の表層部における分布状況

をみることが可能であるので、各調査時別にその概要

を述べると次のとおりである。

昭和45年4月 : 調査域の沖合部に沖合水の接岸

がみられるために、沿岸水は陸岸寄りに押される型で

分布し、河川系混合水は利根川河口の北方 3i里付近に

みられるのみで、水深25m以深の海域にはみられてい

ない。

5月 : 前月の詞査時の状態とほぼ類似

しており、若干沿岸水の分布域が沖合へと拡がってい

るものの、河川系混合水は依然として水深25mrJ.i架の

海域にはみられていをい。

6月 : 調査域の北方沖合部に親潮系沖

合水の南下が、また東南方沖合部には黒潮系沖合水の

接岸がみられており、一方河川系混合水は、水深10m

程度の層をもって調査域の中央沖合部へと大きく張出

しているために、この両者に挟さまれた沿岸オは、圧

迫された型で狭〈分布している。

7月 : 河川系混合水の張出しは、距岸

10i里までの範囲にみられ、その沖合に沿岸水が広く分

布しているが、下層部には沖合水の[申張もみられてい

る。

8月 : 調査域の北束力沖合から陸岸の

方へ寄る型で沖合水と治岸水が分布しているために、

河川系混合水は、利根川河1:1より北方へ 3i里、東方へ

6i里までの範囲に分布している。

9月 : 調査域の北方沿岸部から沖合部

にかけて沖合水の分布がみられ、また河川系混合水は

6月の調査時と同様に調査域の中央沖合部まで大きく

拡がって分布しているために、沿岸水はこの両者の聞

と、調査域の南部に分布している。

10月 : 調査域の北東方沖合部に沖合水

が分布し、また河川系混合水が利根川河口より 5~7

j里までの範囲に分布しているために、沿岸水は北方沿

岸部に狭く、東方jG岸部から沖合部にかけて広〈分布

している。しかし下層部においては、調査域の東南方

沖合部にも沖合水の接岸がみられているために、沿岸

水は表層部より狭い分布域となっている。

11月 : 調査域の北東方沖合部に沖合水

の南下がみられるために、 if}岸水は陸岸寄りに押し寄

せられた型で分布し、河川系混合水もl'e岸4i里までの

狭い範囲にみられるのみである。

12月 : 調査域内に沖合水の分布はみら

れず、沿岸オが広〈分布し、河川系混合水はjle岸5浬

までの範囲内にみられている。

昭和46年1月 : 調査域内に黒潮本流の接岸がみ

られているために、沖合水は距岸7浬付近まで接岸し

ている。一方河川系混合水は距岸 3i里付近まで分布し

ているので、沿岸水はごの両者の聞に狭〈分布してい

る。
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図7 透明度の等値分布(m) 

2月 : 前月の調査時同様に、黒潮本流

の接岸のため、沖合水が広く分布しており、沿岸水は

透明度と水色からみるに調査域の北方沿岸部と、南方

沿岸部から沖合部にかけて分布するようであるが、 T

CI関係からみると、調査域の北方沿岸部のみに分布

するような型となっている。河川系混合水は、水深25

m~:'U架の海域にはみられていない。

3月 : 沖合水は調査域の東方沖合部に

みられるが、調査域のほとんど全般に沿岸水が分布し

ている。河川系混合水は、前月の調査時と同様に、水

深25m以深の海域には分布していない。

7月 : 詞査域の北東方沖合部より沖合

水の南下がみられているために、沿岸水は陸岸に圧迫

され、その大部分は調査域の南東方沖合部へと拡がっ

ている。河川系混合水は、利根川河仁lの北東方 5i里付

近に、また東方 8i里付近に孤立した型で分布している。

9月 : 調査域内のほとんどがi可川系混合水

の分布となっており、わずかに調査域の東方沖合部に

沿岸水の分布がみられるのみである。

11月 : 調査域の3li岸lOi里以遠には沖合
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水が分布しており、沿岸水は陸岸に強く寄せられてい

る。河川系混合水は、利根川河口の北東方3淫付近に

弧立の型で分布している。

昭和47年1月 : 調査域内には沖合水の分布はみ

られず、 T-Cl関係からみるに沿岸水の分布のみとな

っている。しかし、透明度、水色の状況から判断する

と、l'ei芋5i里付近より以浅の海域には、河川系混合水

がおよんでいるものと考えられる。

9月 : 調査域の沖合部から黒潮系沖合

水か渥岸へと圧迫しており、また沿岸部には河川系混

合水が分布するために、これらの中間にみられるj合岸

水は、両者に圧縮された型で潮境的な分布となってい

る。

昭和48年1月 : 調査域の沖合部に黒潮系沖合水

の分布がみられるものの、調査域のほとんどカつt方か

ら南下する沿岸水におおわれており、ごく沿岸部のみ

に利根川河川水の影響する水帯が分布している。そし

てこの河川系混合水も沿岸水に押され、調査域内の南

部沖合へと張り出す型となっている。

2 流況調査 (海潮流)

a t亘流 (海流)

この調査域の沖合を流れる海流については、その模

式的なものをすでに記述りしているので、今回は調査

域内の沿岸寄りの海域における恒流について述べる。

ごの海域におけるf亘流の一般的な1fft況は、図8にf亘

流図として示したが、これによると恒流は、鹿島灘の

海岸線ぞいに南下し、犬吠崎をう廻したのち九十九里

沿岸にそって流れるものと、犬吠崎付近よりそのまま

南下するものとに分けられ、これらの流速は、 0.02~

0.19m /5ecとなっている。 i則，点A、Bにおける15日間

の日平均値流の変化を図 9と表 3に示したが、これに

よると流れは主として雨、北流であり、そのIH現liil数

もほぼl首l数であるが、若干南流が上廻っているようで

ある。そして測点A，Bともに上層，下層のi定況は、

ほとんど同様な傾向を示している。

b 潮流

この調査域内の潮型は、一般的に日週潮型であり、

その流況は上げ潮，下げ潮時を通ピて、一般に南下流

であるが、利根川河口東i中を境にして、鹿島i中と犬吠

l埼i中とでは流況に遠いがみられている。すなわち、鹿

島沖では上げ潮、下げ潮時ともに南下流となっている

が、犬吠崎沖で、は上げ潮，下げ潮時lこi志向が転ひでお

り、流速も鹿島j中に比較して、犬吠崎j中の方が速くな

っている。

またこれらの潮流の流況を鹿島港の潮時と関連させ

て図示すると、図8のとおりで要約すると次のとおり

である。なお乙の流況は、 K"O，i朝、 Mt!Sz潮、 M"

MS，潮と十亘流の総和を求めたもので最大大潮期の流況

を表わしており、夏冬期の大潮に相当する。

①鹿島i巷の高高潮時には調査域内のほぼ全域が南

下流であり、鹿島灘の沿岸沿いに南下した流れは、犬

吠崎i中あたりから南西流に転じている。また、利根川

河口i中付近には~~いながらも北東流がみられている η

流迷は利根川河口東i中より以南で速く、 0.26~0.60弘田

これより以北では0.02~0.21m/secとなっている。

②鹿島港の高高潮後3時には、調査域内の沖合寄

りでは、全般的に沿岸ぞいの南下流であるが、南部域

と北部域の陸岸寄りでは北流する現象がみられている。

流速はO.05~0.29m/secであり、犬吠崎沖付近で速い

傾向を示している。

③鹿島港の低低潮時には、調査域内の南部域では

北流~北東流、北部域では北流~北西流、中部域では

雨流~南西流と場所により流向に遠いがみられている。

流速は南部域で、速く、 O目 II~O. 48m/5ec、中部~北部

域でO.04 ~O. 20m/ sec、となっている。

④鹿島i巷の低低潮後3時には、全体的にみて南下

流となっているが、中部~南部域にかけての沖合寄り

では東向する流れもみられている。 流迷は南部域の沖

合寄りで速く、 0.31~0 目 25m/secとなっている。

⑤鹿島港の高潮時には、調査域内の北部域と南部

域の沖合寄りを除いた他は、ほとんど南下流となって

いるが、北部域と南部域の沖合寄りでは北上する流れ

もみられている。流速は中部域から南部域にかけて迷

く、 0.03~0.61m/sec、北部域で0.03~0.10m/secとな

っている。

⑥鹿島i巷の高潮後 3時には、調査域内の南部域の

陸岸寄りに、九十九里沿岸域から北上する流れがみら

れているが、その他はすべて南下流となっており、流

速はO.07~0.46m/secとなっている。

⑦鹿島i巷の低潮時には、犬吠崎の東沖合部を除い

た調査域内の全域が南下流であり、犬吠崎の東沖合部

には北上流がみられている。流速は調査域内の中昔前域

で比較的に速く、 0. 1l ~0 目 32m/secと・なっているが、

その他は0.08~0.15m/secとなっている。

⑧鹿島j巷の低潮後3時には、調査域内の全域で南

下流であり、流速は南部域で速く 0.26~0.43m/sec と

なっているカヘその古也は0.09~0.29m/sec となってい

る。
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高高i潮後 3時

.J 0.1ふ0.27
守、注、主、

一ぅ →0.07，. 
∞5t 'iJ1ι 、企

↑ぷ7州 通
示、

苛 fO.2"v
， lt' i<? 

T f O25 
{0.29 / 11 

、当‘

高潮時
003 ← 

古 地 0 .07
0.10.，.当 1

礼

0.35 し

迫 026、ミ
丸 、0031、

、t

-;除、
当 d 古

0.2，9 0127' 

4、よ'"-1 
ミ0.20

0.03 ，，__ド
↓ 1 当 O.~

さ‘

当m4l
対 f丘潮後 3時

4+024 
、Y- Qヂ t'-'~

" 、4¥0091も正、-、
+品、附+

"~ "，01+3-1-

0ヱ6 I ぱ0.36

~ l"←  

i/ ~ 
戸〆.，..

037 ，，0.42 

〆 ψ

図 8 i定j兄(海面下 5m、流速の単位はm/ 5ec) 



56 

10月([・ 11月
2021 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3日

i則点A

w十E
(海面下 5m) 

w十γ←

(i毎面下15m)

isiJ点B

斗 E
(i毎回下 5m) 

w十E
(i毎面下15m)

、、、、、、、

←-0.10m /5ec 

図9 日平均恒流



57 

表3 日平均恒流 昭和45年10月20日-11月3日

月日 ìR~点 A (海面下5m) i則点A (海面下15m)

流 向 流 速 流 向 流 速

10 20 m 6i.s 2e 0 G 

。
0m./2s 1 e C 156 154 

21 146 0.07 150 0.06 

22 71 0.03 0.00 

23 76 0.04 0.00 

24 83 0.08 160 0.03 

25 90 0.05 245 0.02 

26 3 0.19 349 0.21 

27 157 0.13 152 0.15 

28 187 0.16 217 0.20 

29 20 。目02 180 0.01 

30 4 0.15 37 0.11 

31 231 0.07 326 0.07 

1 292 0.11 340 0.02 

2 337 0.08 58 0.13 

3 236 0.04 168 0.05 

今回の潮流調査で得られた潮流調和常数 (15昼夜観

測、一昼夜観測)は表4-1，表4-2に示すとおり

である。

3 拡散調査

この調査で得られた大i朝期と小潮期における水平拡

散係数と拡散面積および鉛直拡散係数(分散率)と水

深、平均流速は、表 5-1と表 5-2に示すとおりで

ある。

染料の拡散面積は時間とともに拡大し、拡散面積が

最大となるのは、図10ー 1，図10-2、また図11に示

ifilJ点B (海面下 5m) 測点B(海面下15m)

i車 向 1荒 i車 i市 向 i荒 i車
。

0m.f2s 2 e c 0m.h 3e 2 C 196 261 

107 0.03 10 0.05 

81 0.13 26 0.04 

21 。目09 130 0.09 

52 0.24 109 0.27 

60 0.33 46 。目39

60 0.26 38 0.34 

249 0.33 207 0.44 

241 0.43 239 0.49 

228 0.13 270 0.16 

48 0.09 32 0.13 

160 0.05 256 0.08 

108 0.06 192 0.10 

207 0.16 232 0.18 

237 0.13 215 。目21

すように、大・小潮期ともに投入後 150分位で、投入

点より大潮期で約1.8km、小潮期で約2.2km移動したの

ちである。その後、染料が消え投入後 180分後には染

料パッチの目視確認ができなくなった。表面濃度の時

間的変化は、図12に示すように、投入後40分位の悶に

大きく変化している。また水平拡散係数が最大となる

のは、投入後 120分前後で拡散面積が最大となる時間

より30分f立ずれているようである。鉛直拡散係数は、

水平拡散係数より求めたので、水平拡散係数の増減に

より変化している
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表4-1 潮流調和常数
方位=mag

演q点、 A i則点 A
観測期間 昭和何年10月初日より 15日間 観測期間 昭和45年10月20日より 15日間
観測層 海面下 5m 観測層 海面下15m

分潮
北方分速 東方分速 楕円要素 主主著拍顎方向古3車54主・2 北方分速 東方分速 楕円要素 iiiiE?: 
流速 選角 it述 遅角 軸1方l旬流速 遅角 遅角 i車速 流速 遅角 流速 遅角 軸防向 流速 遅角 i星角 流速

m/sec 。m/sec 。L 。m/sec 。 . m/sec m/sec 。m/sec 。L 。znO/Jse却c 。 。m/sel 

Kl 0.038 271.0 0.010 123.7 
318 。ω9 275 

276.2 0.039 。ω8 2伺 1 0.010 90.9 
311 2則

293.8 0.02! 
s 78 0.005 5 S 71 0.004 20 

c 

029 

L 311 0.0飽 241 L 3胡 O.ω2 242 
01 0.084 247.1 0.0訂 20.7 245.2 。』町 。的。 245.9 0.037 1.6 248.1 0.0唱1

S 71 0.025 331 s 78 。033 332 
89 

L 318 0.013 幻5 L 341 0.010 2伺
P2 0.013 幻7.0 。閃3 123.7 276.2 0.013 0.0ω 2幻.1 。ω3 %.9 293.8 0.011 

5 78 0.002 5 s 71 。ωl 20 
。

L M 0.017 223 L 日 0.020 2鎚
M2 0.016 215.3 0.0ω 261.4 211.6 0.017 0.016 213.1 0.019 2邸.2 222.5 O.Olj 

S 114 0.006 313 S 155 0.014 3路
7 

L 22 0.010 270 L 12 0.014 2印
82 O.加9 270.2 0.004 272.2 270.0 。ω9 0.011 2日.5 0.010 241.3 251.6 0.01< 

S 112 0.0凹 。 s 312 。』位 310 
2 

L 22 0.003 270 L 12 0.004 2印
K2 O.ω2 270.2 。ωl 272.2 270.0 。ω2 。ω3 2日5 0.003 241.3 251.6 0.0配

s 112 0.0ω 。 日 312 0.001 340 
。ω

L 106 0.011 311 L Iω 0.019 352 
μ2 0.005 185.6 。011 307.7 170.5 。旺時 0.005 2ω7 0.019 350.2 225.0 0.001 

S 196 0.001 41 S 192 O.ω3 82 
。[陥

L 37 0.005 273 L 20 。ω5 177 
M4 0.001 278.1 。ω1 2&4.1 2制。 0.0似 0.0町174.1 O.閃2 2ω.7 l槌.7 0.0町

s 307 0.001 3 5 110 0.001 267 
。出

L 331 0.006 181 L 315 O.仰3 174 
M84 0.0閃181.7 0.003 3甜.0 191.3 O.ω5 0.002 149.8 0.0ω 23.0 1別。 0.00， 

s 61 0.001 271 S 225 0.001 264 
002 

m/sec m/sec ml，田 mitec m/sec m!sec 
海流 0.005 0.006 1290 O.08m/sec -0.006 -0 0.10 0 153・ O.022rrjsec -0.019 

表5-1 平面拡散係数

大潮期 昭和45年10月16日 小潮期 昭和45年11月7臼

時間(投入後) 面積(h.) 拡散係数 時間(投入後) 商積(h心 拡散係数

1分45秒 0.03 
国 2/sec

2.3X10' 2分16秒 。目05
田宮/sec

2.9X10' 

4分47秒 。目l 3.0X10' 7分 9秒 0.2 4.1X10' 

11分29秒 0.5 7.9X10' 12分00秒 0.4 5.5X10' 

31分30秒 2.0 9 .9X 10' 33分 1秒 1.0 ‘3.8X10' 

60分17秒 4.7 12.4X10' 63分43秒 4.8 16.4X10' 

91分48秒 14.9 42目9X10' 98分30秒 8.4 13.7X10' 

120分10秒 26.9 54目9XlO' 122分43秒 11.3 15.9X10' 

150分11秒 28.0 4.9X10' 149分50秒 12.7 7.4X10' 



測点 B
観測期間昭和45年10月20日より 15日間
観測j層海面下5m

分潮
北方分速 東方分速 楕円 要 素

i定i車 遅角 流速 遅角 軸 初向 i定速 陣角
m/，田 m/'凹 L 52 1句読 294 

K， 0.059 訂0.3 0.011 308.7 
s 142 0.031 M 

L 52 0.126 2伺
0， 0，0回 271.9 。l師 297.9 

s 116 0.028 18 

L 52 O.ω9 2~ 
P， 0.029 189.6 O.ω4 3ω.7 

s 142 0.010 24 

L 45 0.116 2日
M2 0.085 242.2 0.0防 幻9.4

s l出 。ω3 353 

L 47 0.074 287 
82 0.048 281.4 0.053 291.9 

S 131 0.007 17 

L 47 。ω2 281 
K2 0.013 281.4 0.014 291.9 

s 137 0.002 17 

L 54 0.029 182 
μ 2 0.018 1倒。 0.024 l叩 4

s 144 0.006 272 

L 26 0.009 231 
114 0.0ω 229.2 0.004 231.3 

s 116 0.001 321 

L 124 。』田 1お
~J 84 0.0似 3日7 O.ω8 1創 8

S 34 0.001 273 

海流
， m/sec 

-'0"310 0.020 207・ 0.022m/sec 

iiii空i
i霊角 iti車

m/sec 

293.0 0.087 

287.9 0.130 

2目。 0.029 

262.5 0.113 

鉛7.2 0.011 

281.2 0.019 

l鎚.1 0.029 

234.5 0.008 

186.8 自仰8

Om/0s2e4 c 
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測点 B
観測期間 昭和45年10月20日より 15日間
観測層海面下15m

北方分速 東方分速 楕円要素 議官:
流速 遅角 it速 選角 執 方向 流速 陣角 還角 i荒j車
m/問。 m/sec L 可/1お m/sec 

47 3ω 
自.074 295.7 0.0加 317.9 307.0 0.107 

s 137 0.021 38 

L 42 0.1初 296 
0.142 282.1 0.128 319.6 3関.3 0.180 

S 132 0.061 問

L 47 。‘036 3ω 
0.025 295.7 0.027 317.9 307.0 O.伺6

s l幻0.0町 38 

L 45 。128 2回
0.091 2日.5 0.091 2伺‘3 261.4 。128

s 135 0.015 352 

L 40 0.077 291 
0.062 219.1 0.0日 3ω.4 2関 3 0.018 

s 130 0.0却 21 

L 胡 0.021 291 
0.017 219.1 0.014 3叩 4 2回 3 。.021

S 130 0.005 21 

L I)l 0.012 l叩
O.ω2 135.2 0.038 178.8 162.9 0.040 

5 154 0.011 260 

L 30 O.ω8 262 
。ω8 238.4 0.001 316.2 216.2 0.008 

S 120 0.001 352 

L 98 O.似6 322 
0.004 122.5 0.026 322.5 324.5 。』幻

S 81 0.001 回

0.oib -O.'ô~官c 224・0.050m/sec O.oto田

表5-2 鉛直拡散係数(分散率)

大潮期 10月16日 小潮期 11月7日

時間(投入後) U H 拡散係数 時間(投入後) U 日 拡散係数

1分45秒
田/sec 国 国，/，田

6 250 33 2分16秒
四 /sec 国 国，/，田

24 250 410 

4分47秒 13 250 110 7分 9秒 25 250 320 

11分29秒 21 250 120 12分。秒 30 250 350 

31分30秒 26 250 140 33分11秒 30 250 500 

60分17秒 25 250 100 63分43秒 26 250 85 

91分48秒 25 250 30 98分30秒 34 250 180 

120分10秒 35 250 46 122分43秒 22 250 60 

150分11秒 42 250 750 149分50秒 11 250 34 
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表4-2 潮流ダ円要素

測 観~j年月日 月 令 観測屠 日週潮流 (M1) 半日週潮流 (M2) 本日週潮流 (札) 恒流 M1 

占
上月白桂子渇午掠

時
i縮刊

結

法向i流速遅角蹴月の申樟 i掠向涜速還角廻転 i車向清法違角廻転 涜向淀逮 M， 

I 同di摺哩7日 15d 1-16d 1 
m。ilmOJJse5 c n 。m/sec n 。m/sec n rrv'sec 

長 12.2 278 0.07 6.2 290 0.02 1.7 
。

5m 。 ρ 。180 0.16 2.14 

17日00'き51う〉
N20' -14' 

短 9lo帥 18.2 8 I 0.03 3.2 20 0.01 3.2 -N24'-23' 

2~月HZ16有日145~3F1711 15.7-16.7 長 判。 12 20.1 14 0.12 8.6 300 0.03 0.8 
5 (i 。 ρ 137 0.19 1.00 

17 11 00民子51会〉 N20' -26' 短 州 01 14.1 104 0.03 11.6 30 0.01 5.3 -N24・-31'

101昭118和日4一5年19日 17.4-18.4 E 334 1 0田 20.0 。356 。ー11 7.7 333 0.02 2.3 

3 5 ρ 。135 0.10 2.37 
19日02時 46分 N2N62 ・24' 短 64 0.00 2.0 86 0.01 4.7 63 0.01 3.8 -N270 -53' 

10月昭1和8日4~5年19日 17.4-18.4 長 351 0.12 19.0 335 0.01 0.8 60 0.01 2.8 。4 5 。 。 157 0.13 12.00 
N26・24'19 R 02時 46分 -N27'-53' 主童 81 0.01 1.0 65 0.01 3.8 150 。。。 4.3 

10月BZ291可日145~年30fl 28.5-29.5 長 317 0.06 21.5 64 0.06 8.4 344 0.02 1.9 
5 5 。 ρ n 145 0.16 1.00 

812・293' 30日 11時 06分 -S17・ Y 主E 47 0.02 3.5 154 0.03 5.4 74 0.01 3.4 

10月昭29和日45~竿30日 28.6-29.6 長 304 0.09 22.6 283 0.04 2.0 312 。04 0.5 。8 5 ぺ ρ 139 0.09 2.25 
30日 11時 06分 S 12'-42' 

宅珪 34 0.01 4.6 13 0.01 11.0 42 。。。 5.0 -S 17. -43' 

10月昭18和日45~年19日 17.5-18.5 長 18 0.23 20.2 29 0.08 8.4 32 0.06 3.0 
7 5 ρ ρ ρ 16. 0.15 2.88 

19日02時 '6分 N2N62 ・35' 主豆 108 0.01 14.2 119 0.02 5.4 122 0.01 1.5 -N27'-56' 

10月昭30和臼45-年31日 29.6-1.0 長 23 0.20 6.4 40 0.17 9.3 332 0.03 5.9 
8 5 (i 。 。331 0.08 1.18 

S 17' -43' 31 fl 11時 54分 -822'-03' 生E 113 0.05 0.4 130 0.00 6.3 62 。01 1.4 

10月昭29租日45~年O臼 28.5-29.5 長 289 0.22 22.2 53 0.13 9.7 57 0.05 0.0 
9 5 ρ ρ n 170 。15 1. 70 

812'-15' 30 11 11時 06分 -817'-19' 定 19 0.03 16.2 143 0.0. 6.7 147 0.01 1.5 
」 」
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縮尺 1 : 20，000 

図10-1 銚子j中トレーサー拡散状況(大潮期)

¥ 
X 

縮尺 1 : 20，000 

図10-2 銚子i中トレーサー拡散状況(小潮期)
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図12 濃度と時間の関係



4 水質調査

この調査の分析結果については、表6に示すとおり

で、その概要を各調査項目別に述べると次のとおりで

ある。

a {'容存酸素景と酸素飽和度

この調査域内に分布する海水中の溶存酸素景は、 O

m層で、は6.20ppm(昭和45年9月、損rJ点 1) ~10.53 

ppm (昭和46年 3月、測点 1)平均7.84ppm，10m層で

は6.72ppm(昭和47年 9 月、 i則点19)~9.38ppm (昭和

63 

48年 1 月、 ì~r)点19)平均7.65ppm， 20 m層では6.39ppm 

(昭和47年 9 月、 i四l点 9)~9.66ppm (昭和46年7月、

測点 2)平均7.49ppmとなっており、初秋~中秋期、

利根川河川水の影響する水の分布が卓越してみられる

時に、調査域内に分布する海水中のi寄存酸素量は少な

く、 また調査域の北方から雨ドする沿岸水および親潮

系沖合ノjくが、調査域を広くおおう時にi容存酸素量は多

くなっている。

表 6 水質調査結果

調査月
調査

層
水温 塩素量 PH 語存酸素量 酸素飽和 COD 7ノモニ7態 亜硝鼓態 ffi陵態

市 ℃ %。 ppm 度 % ppm 窒 素 室 素 窒 素

H召4有51.7 1 m 20.0 10.48 7.43 85 trace 。
イシ 2 。19.9 11.74 7.13 85 

4診 8 。20.1 12.80 7.16 87 

。 9 。20.3 13.15 7.68 94 

" 10 。20目3 18.68 7.05 92 

• 18 。19.8 17.65 7.18 92 

日目布4519 1 m 23.5 16.95 6.20 84 trace 。
• 2 。24.6 18.41 6.70 93 

イシ 8 。24.2 17.77 8.65 119 

" 9 。24.2 16.04 8.46 114 

• 10 。23.0 18.14 7.01 95 

名シ 18 。22.9 18.14 8.00 109 

昭和46.1 1 m 12.6 18.85 7.46 85 trace 。
• 2 。13.4 19.10 8.44 98 

" 8 。13.6 19.14 8.42 89 

" 9 。10.6 16.50 7.90 91 

" 10 。13.3 19.10 7.83 91 

" 18 。11.2 18.29 8.10 89 

昭和46.3 1 m 12.8 19.06 10.53 122 trace 。
。 2 。13.0 19.01 10.17 118 

• 8 。13.5 19目 13 9目 60 110 

• 9 。13.7 18.98 10.46 120 

" 10 。14.1 19.15 10.64 124 

" 18 。14.2 19.17 10.17 119 
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調査月
査調

層
水温 塩素量 溶存酸素 酸素飽和

PH  
COD アンモ二7怒 亜f高酸態 消酸態

点
C。 %。 量 ppm度 % ppm 窒 葉窒 素 窒 素

Om 23.00 18.18 7.84 106 8.4 1.36 trace 
昭和

1 10 22.84 18.54 8.13 110 8.4 0.92 ~ 

46.7 
20 15.87 18.79 8.99 109 8.3 0.60 ゐ

。23.30 18.62 7.27 100 8.3 0.92 h 

" 2 10 21. 79 18.66 8.02 107 8.3 0.93 。

20 18.70 18.79 9.66 123 8.3 0.92 4診

。23.80 17.90 7.26 100 8.3 1.08 ~ 

今 8 10 22.68 18.67 7.66 104 8.3 1.18 か

20 17.97 18.87 8.50 107 8.3 0.68 イシ

。22.60 18.53 7.65 103 1.16 イシ

イシ 9 10 21. 95 18.65 8.28 111 1.00 。

20 17.20 18.76 8.20 101 0.92 イシ

。22.80 18目47 7.98 108 1. 07 イシ

。 10 10 20目36 18.77 8.81 115 1.13 。

20 14.54 18.84 7.31 86 0.74 ク

。22.70 18.44 7.99 108 1. 21 ~ 

。 18 10 18.72 18.75 9.31 118 1.12 " 

20 14.39 18.84 6.87 81 0.76 " 
。21.30 18.36 8.10 107 8.4 1.00 。

イシ 19 
10 18.64 18.70 8.74 111 8.3 0.92 。

Om 21. 20 16.62 7.33 95 8.3 1. 32 trace 
昭和

I 10 20.96 17.97 6.99 91 8.3 1.19 " 46.9 、

20 20.78 18.36 6.61 87 8.3 1.03 ~ 

。21.10 17.01 7.30 95 8目3 1.16 ~ 

" 2 10 20.70 18.49 6.87 90 8.3 1. 00 。

20 20.64 18.51 6.69 88 8.3 0.92 。
。21.90 17.97 6.99 93 8.3 1.30 ~ 

" 8 10 22.00 18.05 6.79 91 8.25 1.13 イシ

20 20.90 18.37 6.67 88 8.25 1.08 " 

。21.40 17.61 7.06 93 8.3 1. 08 ~ 

" 9 10 21.82 17目93 7.01 93 8.3 1.05 。

20 20.77 18.36 6.79 89 8.3 0.92 ~ 

。21.30 17.77 6目 83 90 8.25 1.08 " 

" 10 10 21.65 17.96 7.12 94 8.25 1.08 ~ 

20 21. 20 18.54 6.76 89 8目 25 1. 00 ク

。21 .30 17.84 6.93 91 8.3 1.16 b 

" 18 10 21.40 18.60 6目 84 91 8.3 0.92 " 

20 21.15 18.55 6.91 92 8.3 1.03 " 。20.90 15.97 7.43 95 8.2 1.45 ~ 

" 19 
10 21目32 17.50 6.95 91 8.3 1. 05 ~ 
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調査月 調査占 層
水温 塩素量 溶存酸素 酸素飽和 P H COD アンモニア態 亜硲酸態 硝酸態
C % 量 ppm 度 % ppm 窒 素 窒 素 窒 素

Om 17.40 18.32 7.82 97 8.3 0.24 trもce 0.55 3.35 
日目平日

1 10 18目04 18.75 7.40 93 8.4 0.19 0.61 1.25 
46.11 " 

20 18.42 18.91 7.07 90 8.4 0.05 。 0.66 1.10 

。 17.60 18.67 7.72 96 8.3 0.38 " 0.47 1目39

" 2 10 17目56 18目64 7目70 96 8.4 0.31 " 0.46 1. 30 

20 17.98 18.76 7.34 92 8.4 0.08 " 0.72 1.14 

。 18.00 18.78 7.31 92 8.4 0.16 " 0.57 1.38 

" 8 10 18.19 18.87 7.32 92 8.4 0.06 " 0.40 1.09 

20 18.40 18.97 7.26 92 8.4 0.11 " 0.44 0.67 

。 17.10 17.84 7.90 97 8.3 0.60 。 0.78 6.18 
。 9 10 17目54 18.62 7.56 94 8.3 。目08 " 。目61 1. 71 

20 (18.28) (18.89) 7.17 91 (8.3) " 。目73 1.03 
。 15.30 19.00 7.64 92 8.3 0.44 ク 0.98 

ク 10 10 18.30 18.96 7.14 90 8.4 0.19 " 0.51 1.16 

20 18.45 18.94 7.25 92 8目4 。目19 " 0.49 0.65 
。 16.40 18.94 7.59 93 8目35 0.22 " 0.72 3.74 

" 18 10 17.84 18.82 7目28 91 8.4 0.16 h 0.61 1.34 

20 18.15 18.69 7.17 90 8.4 0.08 " 0.61 1.15 
。 17.80 18.67 7.64 96 8.3 0.24 4白 0.64 1.50 

" 19 
10 18.23 18.84 7.19 91 8.3 0.08 " 0.83 1.03 

Om 13.90 18.89 8.00 94 8.3 。目97 0.80 0.58 6.20 
昭和

1 10 14.18 18.89 7.93 93 8.3 0.97 0.60 0.58 6.38 
47.1 

20 14.18 18.90 7.87 93 8.3 0.86 1. 30 0.49 5.55 

。 13.90 18.93 8目04 94 8.3 1.26 2.90 0.52 5.52 

。 2 10 14.04 18.91 8.03 94 8.3 l目04 trace 0.43 5.98 

20 14.03 18.90 8.03 94 8.3 1.09 0.80 。目43 6.26 
。 15.30 18.99 7.92 95 8.3 1.13 3.10 0.15 5.05 

4勿 8 10 15.12 18.99 7目85 94 8.3 0.95 。目20 0.23 5.25 

20 15.21 19.00 7.83 94 8.3 0.86 0.20 0.40 4.89 
。 14.70 19.00 7.98 95 8.3 0.88 0.80 0.23 5.71 

。 9 10 14目90 18.99 7.91 94 8目3 0.76 0.40 0.23 5.16 

20 14.95 18.96 8.03 96 8.3 0.79 0.20 0.15 5.14 

。 14.90 18.98 7.72 92 8.3 2.06 0.43 4.96 

イシ 10 10 14.96 18.98 7.85 94 8.3 1目06 0.40 0.38 5.56 

20 14.98 18.99 7.87 94 8.3 。目65 0.80 0.29 5.65 

。 15.10 19目03 7.71 92 8.3 1.28 4.00 0.35 5.04 

。 18 10 15.20 19.02 7目65 92 8.3 0.93 0.40 0.52 5.52 

20 15.24 19.00 7.67 92 8.3 1.04 0.20 0.35 5.69 

。 13.60 18.79 8.28 96 8.3 1. 04 2.20 0.67 6.39 。 19 
10 13.44 18.78 8.18 95 8.3 1.00 2.20 0.78 5.91 
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調査月
査調

層
7]( i，且 塩素量 溶存酸素 酸素飽和

P H 
COD アンモニ7態 亜碕酸態 f青酸態

占 ℃ 9也 量 ppm 1を % ppm 窒 書室 素 窒 素

Om 23.40 15.32 6.65 88 8.30 1.25 4.0 0.46 13.83 
昭和

1 10 23.09 18.55 6.96 95 8.25 0.90 trace trace trace 
47.9 

20 22.66 18.66 6.74 92 8.20 0.80 " 今 " 。23.10 17.16 7.14 96 8.30 1.06 0.2 0.10 2.40 

イシ 2 10 23.42 18.47 7.01 96 8.25 0.91 trace trace trace 

20 22.92 18.64 6.99 95 8.25 0.83 • ク " 。23.20 18.37 7.14 97 8.25 1.09 。 0.03 0.06 

イシ 8 10 23.08 18.68 7.20 98 8.20 0.77 • trace trace 

20 22.43 18.46 7.06 95 8.15 0.69 。 • 0.09 

。23.60 16.06 6.77 91 8.30 1.26 3.1 0.33 10.74 

• 9 10 23.16 18.53 6.89 94 8.30 0.90 trace trace trace 

20 22.25 18.69 6.39 86 8.25 1.01 " • " 。23.60 16.19 6.97 93 8.30 1.00 1.7 0.30 9.80 

4シ 10 10 22.86 18.54 6.96 95 8.20 0.75 trace trace trace 

20 22.13 18.69 6.71 90 8.25 0.78 • " 。
。24.00 18.33 7.45 103 8.30 1.17 " • イシ

• 18 10 23.76 18.35 7.38 102 8.25 0.93 • ぞシ " 

20 22.59 18.65 6.68 90 8.20 1.14 • • 。
。23.40 12.12 6.43 82 8.20 1.06 7目2 0.97 29.85 

" 19 
10 23.03 18.46 6.72 91 8.20 0.91 trace trace trace 

Om 10.80 18.67 8.93 98 8.30 0.80 trace 0.55 3.87 
H百和

1 10 10.23 18.68 8.91 97 8.30 0.88 0.61 3.72 " 
48.1 

20 10.50 18.72 8.67 95 8.35 0.88 " 0.61 3.54 。11.00 18.76 9.14 ' 101 8.35 0.80 " 0.55 3.04 

4シ 2 10 10.4宮 18.76 8.89 97 8.35 0.80 trace 0.64 2.49 

20 10.46 18.76 8.93 98 8.35 1目 12 " 0.55 2.68 

。13.40 18.99 8.37 97 8.35 0.96 " 0.55 3.81 

" 8 10 11.93 18.92 8.64 宮7 8.35 1.20 • 0.51 3.76 

20 11.83 18.90 8.52 96 8.35 0.64 • 0.55 3.72 

。11.00 18.72 8.89 98 8.35 0.80 " 0.67 1.38 

• 9 10 10.65 18.75 9.07 99 8.35 0.88 • 0.58 0.26 

20 10.77 18.80 8.97 99 8.35 0.88 • 0.48 trace 

。11.80 18.68 8.65 97 8.35 0.64 • 0.64 4.34 

今 10 10 11.63 18.87 8.63 97 8.35 1.12 • 0.61 3.48 

20 11目76 18.91 8.35 1.04 • 0.61 3.66 。9.50 17.29 9.21 97 8.05 1.20 3.1 0.89 8.78 

• 18 10 9.80 18.49 9.02 97 8.05 1.68 1.1 0.71 4.87 

20 10.32 18.66 8.94 97 8.05 0.96 0.5 0.67 3.75 。8.70 11.17 9.73 93 8.05 1.52 10.6 1.19 27.81 
ク 19 

10 9.67 18.21 9.38 100 8.05 0.88 1.1 0.61 5.15 
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調査月
査調

層
水温 塩素量 1寄存酸素 酸素飽和

PH  
COD アンモニア態 亜硝酸態 街酸態

占
"(; %。 量 % 度 % ppm 窒 素 窒 素 窒 素

Om 22.20 16.84 7.15 94 8.4 2.01 3.79 0.29 3.93 
昭和

1 10 22.44 18.57 7.18 97 8.4 1.56 0.71 0.07 0.14 
48.9 

20 22.18 18.64 6.86 92 8.4 1. 74 0.50 0.07 0.14 

。 22.60 18.67 7.00 95 8.3 1.69 。目71 0.07 0.34 

• 2 10 22.32 18.65 7.07 95 8.4 1.63 0.79 trace trace 

20 22.13 18.67 7.01 94 8.4 1. 56 0.50 0.07 0.14 

。 22.30 18.69 7.09 96 8.4 1. 63 0.50 trace 0.21 

• 8 10 22.20 18.69 7目13 96 8目4 1目71 0.50 • 0.21 

20 22.24 18.69 7.07 95 8.4 1.71 0.21 0.07 0.14 

。 22目60 18.65 7.44 101 8.4 1.71 1. 07 trace 。目21

" 9 10 22.44 18.62 7.05 95 8.4 1.48 0.50 " 0.21 

20 22.13 18.65 6.94 93 8.4 1.63 0.71 イシ 0.21 

。 22.60 18.56 7.20 97 8.4 1. 56 0.79 • 0.21 

" 10 10 22.38 18.63 7.20 97 8.4 1. 48 0.50 イシ 0.21 

20 21. 72 18目20 6.77 90 8.3 1. 48 0.71 " 0.29 

。 22.50 18.52 7.19 97 8.4 1.56 0.50 イシ

ク 18 10 22.29 18.54 7目19 97 8.3 1.69 0.50 0.07 

20 22.18 18.67 7.12 96 8.3 1.63 。目50 trace 0.21 

。 22.70 6.53 6.66 79 8.0 1. 92 8.71 1. 79 16.57 
" 19 

10 22.70 18.48 6.61 89 8.4 1. 91 1.29 0.14 0.29 

Om 13.30 19.01 7.62 88 8.3 1目48 1. 93 1. 07 0.57 
昭和

l 10 13.61 19.04 7.59 89 8.3 1.15 2.43 1目。7 0.57 
49.1 

20 13.66 19.07 7.39 86 8目35 1. 05 1. 79 1.14 1. 00 
。 13.20 19.12 7.53 87 8.35 1.05 1. 79 1.14 。目64

• 2 10 13.60 19.13 7.43 87 8.35 0.90 1. 79 1.00 0.71 

20 13.66 19.12 7.53 88 8.35 1.01 1. 79 1.07 1.00 

。 12.80 18目84 7.75 89 8.3 0.96 2.79 1.14 0.93 

ク 9 10 11.20 18.86 7.49 83 8.3 0.88 2目43 1.14 0.93 

20 11.00 18目96 7目55 84 8.3 0.86 2.07 1. 21 1. 36 

。 13.50 19.12 7.77 91 8.3 1目08 1. 79 1.14 0.36 

。 10 10 13.69 19.11 7目46 87 8.3 1. 26 1. 79 1. 21 0.43 

20 13.78 19.10 7.57 89 8.3 0.82 1. 79 1目。o 0.71 

。 13.70 19.12 7.80 91 8.3 0.90 1. 79 1. 07 0.71 

" 18 10 13.83 19.13 7.65 89 8.3 0.82 1. 79 1.07 。目43

20 13.93 19.13 7.65 90 8目35 1.01 1. 93 0.93 0.71 

。 10.80 18.40 8.29 91 8.2 1.02 3.79 1.07 1目。o。 19 
10 10.98 18.29 8.25 91 8.2 1.02 4目21 1. 29 2.71 
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酸素飽和度は、 Om層では84%(昭和45年9月、測

点、1)-124%(昭和46年3丹、測点10)0 10m層では

84% (昭和49年1月、 i則点9)-118%(昭和46年7月、

測点18)020m層で、は81%(昭和46年7月、 ifiti点18)-

123% (昭和46年7月、測点2) となっており、昭和46

年3月と同年7月の調査時に晶、ける Om層、昭和46年

7月の調査時における10m層， 20m層は、過飽和の状

態となっているが、その他の調査時には、ほとんどの

測点において不飽和の状態となっている。

b COD 

Om層における CODは、 0.16ppm(昭和46年11月、

測点8)-2.06ppm(昭和47年 1月、測点10)平均1.10

ppm 0 10m層では0.06ppm(昭和46年11月、測点 8)-

1目 91ppm(昭和48年9月、 ifiti点19)平均0.96ppm020m

層で、liO.05ppm(昭和46年11月、測点 1)-1. 74ppm 

(昭和48年9月、 iRIJ点 1)平均O目 90ppmとなっており、

昭和47年1月の調査時の測点10のOm層にみられた2.06

ppmの他は、すべてが2ppm 以下の値となっている。

c アンモニア態窒素

Om層で、l土、 tl"ace-10.6堵-atomずL(昭和48年 1月、

測点19)平均1.36珂剖omsjLo 10m層では、 trace ~ 

2.20珂 atoms/L (昭和47年1月、測点19)平均0.38皿

atoms /Lo 20m層では、 tl"ace-1. 30埠 atoms/L (昭和47

年1月、 iW)点 1)平均0.17珂 -atms/Lとなっており、

調査域内では、利根川河川水の影響を常にみている測

点、l告でやや高い険出値をみている。しかし、その他の

測点、での検出値は認めて少なく、一般的に海水にみら

れるところの0.0-7.0珂 atoms/Lの範囲内の検出値と

なっている 3)。

【l 亜硝酸態窒素

Om層で、l土、 tl"ace-1.19埠 atoms/L (昭和48年1月、

i則点19)平均0.56月 atomsjLo10m 層で、 l土、 trace~

1.21珂 ←atoms/L (昭和49年 1月、測点 9)平均0.43四

atomsjLo 20m層では、 tl"ace-0.73周-atoms/L(昭和

46年11月、測点 9)平均0.31四回omsjLとなっており、

調査域内の海水中の並硝酸態窒素は少なく、これも一

般的に海水にみられるところの0.0-3.5珂 atoms/Lの

範囲内の検出値となっている 3)。

e 硝酸態窒素

Om層では、 trace-29.85四 atoms/L (昭和47年 9

月、測点19)平均5.17珂 -atoms/Lo10m層では、 trace

-6.38埠 atoms/L (昭和47年 1月、測点 1)平均2.01珂

atomsjLo 20m層で、は、 trace~6. 26 J)g-a旬 ms/L(昭和47

年1月、 iW)点 2)平均1.92珂 -atomgjLとなっており、

亜硝酸態主主素と同様に、調査域内の海水の硝酸態窒素

は少ない。そして、これもまた普通、海水が含有する

ところの0.0-45月 atoms/Lの範囲内の検出値とななっ

ている 3)。

以上の結果を総合して考察するに、この調査域内の

海水は、溶存酸素量の最低値が6.20ppmであること。

CODの最高値が2.06ppmであり他はすべて 2.0ppm

以下であること。アンモニア態窒素の最高値は、利根

川河CIの測点19で10.6皿 atoms/Lの検出値をみている

ものの、その{也はすべて一般の海水にみられる検出値

の範囲内にあること。亜E硝自酸態窒素、硝酸態窒素も一

般のI海毎水にみられる1検主1中

諸点カか三らみて現古在-のとごろは自然の羽状;態にあり、汚染

されているとは考えられない。

5 I藍質調査

この調査の結果については、底質の粒度組h立を表7

に、 CODと灼熱減量を表8に示した。

a 粒度組成

底質の粒径の積算曲線で50%に相当する粒径値であ

る「粒径中央値(Md)4) J でもって、この調査域内の底

質をおおまかに述べると、調査域の全域にわたって、粗砂

(O.l9nm-l.OOnm) -中砂 (0.49nm-0 .25mm)がその主体

をなしており、これに磯¥2.0mm以上)か、細砂 (0.24

mm-0.06mm)がところにより多く混ピる状態である。

そして磯が混ビるのは調査域のほぼ全域であるが、細

砂は利根川河I1付近から北方の陸岸寄りの沿岸部で、

主に多く混どっている。また泥質(沈i尼~粘土)のと

ころは、ほとんどみられていない。

b COD 

CODは、 0.05mg/乾泥g (昭和47年 1月、測点18)

-14. 79mg /乾泥g (昭和49年1月、測点10)平均0.80

mg /乾泥gであり、昭和49年 1月、測点10において採

取した底質から検出された14.79mg/乾i!Egを除くと、

その他はすべて1.0mg/乾泥g以下の値となっている。

c 灼熱j減量

灼熱減量は、 0.11%(昭和45年8月、浪1)点10)-9目 19

%(昭和49年 1月、測点10)平均1.06%となっている。

これも CODの場合と同様に、昭和4911'1月、 iM点、10

において採取した底質の9.19%を除くと、その他は、

2.0%以下の値となっている。

d 臭気

昭和45年11月の調査時に測点7において、また昭和

49年 1月の調査時に潰tl点10において採取した底質に、

ほんのかすかなドブ臭を感ピたが、その他の底質につ

いては、まったく異臭は感じられなかった。
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表7 底質調査の粒度組成結果

調査
{立 置 粒 度 組 成 (%) 

調査月 4.0001凹 3.999皿 1.999m国 0.999皿 0.499凹 0.249.凹 0.124凹 。目ω3凹

北緯N 東緯 E UJ -2.000皿 -1. 000皿 -0.500皿 -0.250皿 -0.125阻 -0.063凹 以下

3 35-46.3 140-53.1 0.3 0.5 0.7 4.2 63.0 30.6 0.7 。目。

5 35-42.5 140-54.7 2.9 43.6 30.3 18.5 4.7 0.0 0.0 0.0 
昭和

4 35-45.2 140-57.7 7.8 17.9 24.7 32.7 15.4 1.5 0.0 0.0 
45. 5 

2 35-49.2 140-54.8 6目7 14.9 21.2 42.6 14.3 。目4 0.0 0.0 

1 35-48.8 140-50.0 0.1 0.3 0.3 1.1 12.3 69.1 16.3 0.5 

9 35-46.9 140-52.9 11. 7 18.9 27.4 20.7 13目5 7.5 0.2 0.1 

8 35-47.8 140-54.2 15.9 22目9 26.5 23.3 11.1 0.3 0.0 0.0 

昭和 7 35-47.8 140-51.2 27.7 24.7 31.5 13.8 2.1 0.2 0.0 0.0 

45目8 6 35-49.9 140-50.9 0.0 0.1 0.3 0.8 13.7 71.7 13.3 。目1

11 35-42.5 140-56.0 13.9 49.9 16.4 13.7 5.3 0.4 0.3 0.1 

10 35-45.8 140-55.8 0.2 0.7 3.2 47.7 45.4 2目8 0.0 0.0 

9 35-46.9 140-52.9 2目4 2.4 14.9 52.7 26.4 1.1 0.1 0.0 

10 35-45.8 140-55.8 6.3 7.6 8.8 15.6 38目6 21.6 1.2 0.3 

昭和 8 35-47.8 140-54.2 7.2 27.1 33.2 9.1 16.0 7.3 0.1 0.0 

45. 11 6 35-49.9 140-50.9 13.2 41.8 39.2 4.1 0.4 0.7 0.5 0.1 

7 35-47.8 140-51.2 17.6 23.7 29.1 7.0 2.2 7目5 9.9 3.0 

11 35-42.5 140-56.0 7.6 17.0 36.5 29.3 9.0 0.6 0.0 0.0 

8 35-47.8 140-51.2 14.6 25目2 22.7 22.0 11.1 4.1 0.3 。。

6 35-49.9 140-50.9 0.0 0.2 0.6 2.5 12目2 67.0 17.3 0.2 

昭和 7 35-47.8 140-54.2 7.6 21.8 30.9 26.0 11.4 2.3 0.0 0.0 

46目2 9 35-46.9 140-52.9 0.6 1.0 1.1 2.4 42.7 48.4 3.5 0.3 

10 35-45.8 140-55.8 4.3 8.2 19.9 36.3 26.6 4.5 0.2 0.0 

11 35-42.5 140-56.0 2.3 12目2 16.8 40目。 26.3 2.4 0.0 0.0 

l 35-47.5 140-51.2 0.6 2.2 4.3 2.6 19.7 54.8 15.2 0.6 

2 35-49.7 140-51.8 29.6 35.1 20.8 10.3 3.8 0.4 0.0 0.0 

8 35-49.2 140-55.9 27.1 22.1 20.7 18.9 8.8 2.1 0.3 0.0 
昭和

9 35-46.4 140-52.8 0.0 0.0 0.1 0.7 11.3 71.0 16.2 0.7 
46. 9 

10 35-45.8 140-55目7 5.5 8目5 13.6 23.1 42.0 7.2 0.1 0.0 

18 35-42.9 140-56.6 0.0 0.1 0.6 6.8 57目3 33.1 2.1 0.0 

19 35-45.2 140-51.6 0.2 0.5 0.5 2.0 5.3 70.9 19.6 1.0 

1 35-48.0 140-50.8 31. 7 20.2 21.8 19.7 5.8 0.6 。目l 0.1 

2 35-49.9 140-51.5 0.0 0.2 0.5 1.2 10.5 77目2 9.9 0.5 

昭和 9 35-47.0 140-52.6 9.5 10目。 13目5 18.1 40.1 8.6 0.2 0.0 

47. 1 10 35-45.0 140-55.8 0.0 1.3 5.7 44.6 43目。 5.2 0.2 0.0 

18 35-42.8 140-55.9 5.6 5.3 17.9 55.9 13.9 1.2 。目1 0.1 

19 35-45.1 140-51.6 1.1 1.3 5.1 24.3 16.7 23.4 26.7 1.4 
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査調
{す 置 粒

調査月 4.000醐 3.999皿占
北緯 N 東緯 E 以上 -2.000，凹

1 35-47.2 140-51.6 0.3 4.3 

2 35-49.0 140-51.0 0.8 2目2

昭和 9 35-46.6 140-53.4 6.3 9.9 

48. 3 10 35-44.9 140-54.8 0.5 0.3 

18 35-41.9 140-55.6 3.2 18.2 

19 35-46.2 140-51.0 。目2

2 35-49.5 140-50.5 12.4 29.1 

日目和 9 35-46.2 140-53.3 0.1 0.1 

49. 1 18 35-42.5 140-56.2 3.0 4.3 

10 35-45.5 140-55.3 1.2 2.2 

e 色相

全般的に粒径の粗い底質は I粒の粒子が黒色，黒褐

色，茶褐色，あめ色，乳白色を呈した砂商事の集まりで

あり、これにガラス質の百(tカ切Ilわっているカヘしかし、

粒径の細かくなるにつれ灰黒色から灰色を呈するよう

になっている。

f 底倭生物

昭和45年度に実施した各調査時の底質中には、多毛

類を優占種として、その他に甲殻類，聴皮実n，頭索類，

紐虫類，星L虫類，ゴケムシ類，ヒドロ虫類，貝類がみ

られたが、しかし、これらの個体数は少ない。昭和46

年度の調査時からは、採集されなかったことや、採集

されても採取後の処置が悪るかったことなどから、昭

和47年1月のiijlJ点1での多毛類I個体と、昭和49年1

月の測点10でのオカメプンプク1f固体を除いた他は何

ら見いだすことができなかった。

以上の結果を総合して考察すると、昭和49年 1月の

詞責時に測点10において採取した底質を除くと、この

調査域内の底質は、粒度組成の点でもi尼質カ吋曽加して

いないこと、 CODおよび灼熱減量の点でも高い検出

値がみられないこと。色相および臭気の点でも特に変

化のみられないことなどの点から、現在のところは自

然の状態にあり汚染されているとは考えられない。し

かし、昭和49年1月の詞五時に、測点10で採取した底質

は、 i尼質の増加がみられること、臭気にかすかながら

もドプ臭が感じられるごと、 COD，灼熱減量の値が

外洋性の底質としては大きいことなどの点からみて、

内海にみられる底質に類似していることが考えられる。

度 組 成 作曲

1.999.皿 0.999回 0.499阻 0.249Jl11ll 0.124晒 0.063皿
-1. 000凹-0.500皿 -0.250回 -0.125回 -0.063皿 以下

8.8 17.2 55.6 13.4 0.4 

3.5 9.5 44.4 37.3 2.2 0.1 

20.8 35.8 26.1 1.1 

0.2 31.3 58目2 9.2 0.3 

21.3 39.7 16.7 0.9 

1.0 2.4 13.1 48.9 32.3 2.1 

28.0 23.0 6.8 0.6 0.1 0.0 

0.6 18.2 63.8 16.4 0.8 0.0 

12.4 44.0 30.8 5.1 0.4 0.0 

9.5 46.0 28.7 7.8 2.1 2.5 

この原因の 1っとして、昭和47年度まで実施されてい

た銚子漁港内の泥土の外洋投棄も考えられるので、今

後、もし再び投棄するような場合には、投棄方法等に

つき考慮する必要があると考えられる。

6.魚類の重金属類調査

この調査の結果については、表9に示すとおりであ

る。

タチウオからは耽素が1.6ppm、総水銀が0.14ppm。

カレイからはカドミウムが0.035ppm、iGが0.4ppm、

総水銀が0.06ppm。またイシモチからは枇素が1.7ppm 

カドミウムが0.05ppm、鉛が0.8ppm、総水銀が0.07

ppm検出されている。しかし、全クロムおよびシアン

については、どの検体からも険出されていない。

この重金属類の調査結果について、カドミウム，鉛，

総水銀の検出値は数値的にみても問題はないものと考

えられる。また枇素についても専門家に意見をうかが

ったところ、一般的に海産魚貝類には枇素が、やや多く

含まれているものが多い。そこでごの検出値からみて、

この検体は汚染のない天然のものと考えられるという

意見をいただいた。



表 8 底質調査のCOD，灼熱減量結果

調査月 ¥調査¥J点耳¥目
COD 灼熱減量

mg/乾j尼g % 

7 0.30 0.18 

6 0.91 0.15 

昭和 8 0.32 0.12 

45. 8 9 。目48 。目14

10 0.30 0.11 

11 0.52 0.22 

1 0.33 
1.41 

(0.250阻>)

2 0.18 
1.40 

(0.500回>)

8 0.20 1.13 
(0.500回>)

昭和
9 0.39 

1. 99 
46. 9 (0.250回>)

10 0.17 
1.07 

(0.500回>)

18 0.11 0.96 
(0.250田>)

19 0.22 1.67 
(0.250阻>)

l 0.15 0.92 

2 0.81 1.12 

昭和 9 0.21 0.54 

47. 1 10 0.11 0.69 

18 0.05 0.83 

19 0.30 。目51

l 0.16 0.82 

2 0.61 0.67 

昭和 9 0.26 0.99 

48. 3 10 0.26 0.84 

18 0.10 0.53 

19 0.11 。目91

19 0.98 1. 40 

18 0.20 。目31
昭和

2 0.19 0.47 
49. 1 

9 0.20 0.58 

10 14.79 9.19 
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表 9 魚類の重金属類調査結果

採取年月日 S. 47. 11. 22 

採 取場 所 利根川河口ーの島北方 5.5浬付近

魚 種 タチウオ カ レ イ イシモチ

体長 55.0 19.5 11.0 
em 

体重 316.5 
g 

183.5 31.0 

供試料
g 

10.0 10.0 10.0 

音日 位 可食部 可食部 可食部

耐t 素
1.6 

不検出
1.7 

ppm (く 0.1)

カドミウム 不検出
0.035 0.050 

分 ppm ( < 0.001) 

鉛 不検出
0.4 0.8 

析
ppm (< 0.1) 

総水銀 0.14 0.06 0.07 
ppm 

Ji'I 
全 ク ロ ム 不検出 不検出 不検出

ppm (く 0.1) ( < 0.1) (く 0.1)

目 ン ア ン 不検出 不検出 不検出
ppm (く 0.001) く0.001) (く 0.001)

分
76 78 78 

% 

[輯 考
同の初開
ミックス詩4とし止

要 約

1目この調査域内の水混と塩素量は、 Om層の場合、

水温が最高で、28"(;台、最低で9'C台、塩素量が最高で

19.2%台、最低で10.5%台となっている。しかし、一

般には水温は24'C台~12'C台を、また塩素景は19.2%

台~18.5%台を変動巾とする l 年周期の正弦曲線的な

変動となっている。

2.利根川河川水の影響がみられる水域の掻く表層

に分布するl0~m品台の低かん水は、梅雨季と秋雨季

にみられ、特に15%台以下の低かん水の分布は、これ

らの季節の末期に卓越してみられている。

3.利根川河川水の影響のみられる低かん水の分布

も鉛直的には、水深10m以浅のごく表層部のみにみら

れる現象である。
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4. この調査域内の透明度は、最低で、 2m、最高で

30mであるが、通常は4m~18mであり、調査域内に

黒潮系の沖合水の接岸がみられる時は、沖合部に20~

24mの透明度域も形成される。

5.透明度の等{直分布に、水色やT-CI関係を参考

にして検討してみると、利根川河川水の影響する海水，

沿岸水，沖合水(黒潮系，親潮系)の表層部における

分布状況をみることが可能である。

6.この調査域内の沿岸寄りの海域における恒流

(海流)は、鹿島i難の海岸線ぞいに南下し、犬吠i埼を

う廻したのちに、九十九里沿岸にそって流れるものと、

犬吠崎付近よりそのまま南下するものとに分けられる。

そしてこれらの流速は0.02~0.19m/sec となっている。

7.この調査域内の潮流の型は、一般的に日周潮裂

である。そしてその流況は、上げ潮，下げ潮時を通じ

て一般に南下流であるが、利根川河口東i中を境にして、

鹿島沖と犬吠崎i中でとは流況に遠いがみられている。

すなわち、鹿島沖ではいつでも南下流となっているが、

犬吠崎沖て、は潮時により流向が転じており、流i皇も鹿

島i中に比較して犬吠崎沖の方が速くなっている。

8.拡散面積が最大となるのは、大・小i朝期ともに、

投入後150分{立で投入点より大潮期で約1.8km、小潮期

で約2.2km移動した後である。

9.水平拡散係数が最大となるのは、投入後 120分

前後で拡散面積が最大となる時間より 30分位ずれてい

る。

10.表面治度の時間的変化は、投入後40分位の聞に

大きく変化している。

11.鉛直拡散係数は、水平拡散係数より求めたので、

水平拡散係数の増減により変化している。

12 この調査域内の海水は、溶存酸素量の最低値が

6.20ppmであること。 CODの最高値は2.06ppmを検

出しているものの他はすべて2.0ppm以下で、あること。

アンモニア態皇室素の最高値は、利根川河口のiijtl点19で、

で10.6珂 atoms/Lの検出値をみているが、その他はす

べて一般の海水にみられる検出値の範囲内にあること。

亜硝酸態窒素，硝酸態皇室素も一般の海水にみられる検

出値の範囲内にあることなどの点からみて、現在のと

ごろは自然の状態にあり、汚染されているとは考えら

れない。

13. この調査域内の底質は、昭和49年 1月の調査時

に測点10で採取した底質を除くと、その他l主粒度組成

の点でもj尼質が増加していないこと、 COD，灼熱減

量の点でも高い検出値がみられないごと、色中日，臭気

の点でも特に変化のみられないこと在どから、現在の

ところは自然の状態にあり、汚染されているとは考え

られない。

14. しかし、昭和49年 1月の調査時に、 istl点10でも

って採取した底質は、 i尼質の増加がみられること、臭

気にかすかながらもドプ臭が感じられること、 COD、

灼熱減量の値が外洋性の底質としては大きいことなど

の点からみて、内海にみられる底質に類似しているこ

とが考えられる。この原因の 1っとして、昭和47年度

まで実施されていた銚子漁港内の泥土の外洋投棄も考

えられるので、今後もし;再び投棄するような場合には、

投棄方法等につき考慮する必要があると考えられる。

15.重金属類調査では、検体である魚類から、カド

ミウム，鉛，水銀，枇素，カ守主出されているが、カド

ミウム，鉛，総水銀の検出値は、数値的にみても問題

はないものと考えられる。また枇素についても専門家

の意見では、一般に海産魚貝類には枇素がやや多く含

まれているものが多いので、この検出低からみて、こ

の検体は汚染のない天然のものと考えられるとのこと

であった。
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